
 

 

長崎市の伝統的石畳をめぐる維持管理上の課題 

 

長崎大学工学部 学生会員〇梅元 咲紀 

長崎大学大学院工学研究科 正会員 石橋 知也 

 

1．研究の背景と目的 

長崎市中心市街地には，有名な眼鏡橋をはじめと

する石橋や，底が石張りの川や溝，古い石垣等，多く

の石でできた築造物が確認できる．なかでも，伝統的

な石畳は東山手・南山手地区や丸山町等に多く確認

され，観光資源の一部になっている． 

特にオランダ坂は，伝統的建造物保存地区に指定

された東山手地区にあり，今日まで伝統的な景観が

保存されてきた．現在，この風景を活かした新たなま

ちづくりが展開されつつある． 

このオランダ坂の石畳は，伝統的な景観を構成す

る要素であるものの，市民の生活を支える重要なイ

ンフラでもあるため，日常的に使われていく中で摩

耗や劣化といった問題が発生している．伝統的な景

観の一部となっている石畳を，いかに修復・管理し，

後世まで残していくかが課題である． 

本研究では，長崎市の中心市街地に分布する石畳

を対象に，古写真と現在の写真を比較し変化を整理

する．これにより，時代の変化とともに石畳がどのよ

うに変容したのかを明らかにする．また，管理者等へ

のヒアリング調査を実施し，これまで石畳の維持管

理の方法や，課題を把握する．さらに，歴史的な石畳

であるオランダ坂の現状を調査する．上記調査より，

伝統的な石畳を保存し続けるための課題や，維持管

理のあり方について考察することを目的とする． 

2．予備調査 

長崎市内の石の築造物に使用されている岩石を把

握し，特徴を捉えた． 

長崎市内には大きく分けて 9 種類の岩石が様々な

築造物に使用されており，石畳に関しては，主に砂岩

と花崗岩が使用されている．これらの岩石は，市内の

風頭山・彦山，諫早市等県内各地に産地があった． 

長崎市やその近隣で採石できない御影石等は遠隔

地で採掘・運搬されたため，物流がある程度発達した

明治期以降から盛んに使用されたと考えられる 2)． 

 

3．古写真と現在の写真の画像比較 

長崎市中心市街地の石畳の古写真から，当時の状

態を把握し，その古写真と同じ範囲で撮影した現在

の写真を比較し，石畳の変化を整理する． 

石畳は，交通量の増加や，歩きづらい等といった住

民からの要望によって撤去されている．一方で，条例

等による規制によって，整備や管理の行き届く仕組

みが長年にわたり続いている場所は，今日も石畳が

残っている． 

写真1，2は東山手地区のオランダ坂の写真である．

石畳の敷かれる方向や幅は変化しているものの，当

時と大きな変化は認められない．自動車の普及によ

る車線幅の拡大等，時代の変化に対応しながらも，伝

統的な景観の有り様は変えないまま，今日まで保全・

維持され続けていることがわかる． 

4．長崎市へのヒアリング調査 

長崎市役所中央総合事務所地域整備 2 課にヒアリ

ング調査を実施し，長崎市内の石畳の修復工事の方

法，長崎市内で採用されている岩石修復工事の課題

等を把握した（表 1）． 

長崎市はオランダ坂等の歴史的な石畳の保存のた

めに，破損が大きく修復不可能となった石と交換す

るための石をストックしている．この石は長崎市内

の別の場所で使用され，再利用できるものを保存し

ているが，十分な数を確保できていないという課題

があることが把握された． 

写真 1 大正初期 3) 写真 2 現在 
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図１はオランダ坂の補修工事の際の断面図である．

長崎市内の石畳も図 1 同様に舗装され，諫早砂岩以

外にも場所に応じて御影石が使用されている． 

5．オランダ坂の現状と課題 

 1858 年，5 ヶ国修好通商条約の締結によって，長

崎の外国人居留地は，長崎市の中心部の南方にある

大浦湾を埋め立て，周辺の山手を造成して建設され

た．東山手・南山手地区の中には石畳が多く残されて

おり，当時はそれらのほとんどをオランダ坂と呼ん

でいた．現在は主に，東山手地区にある石畳の坂をオ

ランダ坂と呼んでおり，本研究では，図 2 に示す範

囲のオランダ坂を対象に調査する． 

調査より，オランダ坂は

伝統的建造物保存地区や，

長崎市歴史的風致維持向

上計画の範囲内に位置し

ており，交通量も多いた

め，１度に補修できる石の

枚数は 7〜8 枚程度で，破

損が確認できた全ての部

分の修復はできないため，

破損部分に自動車の荷重

がかかり，さらに破損が進行していることを把握し

た．図 3 に，オランダ坂の修復工事に至るまでと，

破損した砂岩の修復完了までのフローを示す． 

6．今後の展開 

今後は引き続き，長崎市街地の石畳の古写真と現

状の変化を整理し，長崎市へのヒアリング調査をお

こなう．また，オランダ坂の補修状況を，現状と長崎

市の施工記録と合わせて整理する予定である．石の

備蓄に関して，石畳の残る他市町村の対策について

調査し，長崎市にも適応可能か検討する予定である． 
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表 1 ヒアリング調査結果（長崎市） 

図 1 板石舗装の断面図 

図 2 対象範囲 4） 

図 3 工事および修復までのフロー図 
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